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１．東急電鉄 住まいと暮らしのコンシェルジュサービス説明 
 

・建築士・宅建取引士資格取得率１００％ 
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１．東急電鉄 住まいと暮らしのコンシェルジュサービス説明 
 
■店舗展開 
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開  業  日 ： 2010年9月17日 
住   所 ： 品川区上大崎3-1-1 JR東急目黒 ビルB2F 

１．東急電鉄 住まいと暮らしのコンシェルジュサービス説明 
 
■店舗展開（東京） 
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開  業  日 ： 2011年3月19日 
住   所 ： 世田谷区玉川2-22-1 二子玉川ライズS.C. 
          ステーションマーケット１F 

１．東急電鉄 住まいと暮らしのコンシェルジュサービス説明 
 
■店舗展開（東京） 
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■相続空き家相談件数        ※件数は２０１６年１２月のモデル化窓口以降 

相続空き家相談件数  ５５件 

  

内東京都空き家案件  ３７件 

主な相談エリア 
目黒区 ６件 
品川区 ３件 
世田谷区 ３件 
大田区 ３件 

空き家となった主な経緯 
・親が一人暮らしをされていたが、 
 高齢者施設に入居し空き家となる。 
・親族で相続したが利用予定無く、 
 しばらく空き家のまま。 



３．相談事例紹介 
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■事例紹介①【東京都大田区】  ◆昭和３６年築の空き家 

お父親を亡くし、その後母が高齢者用住宅に住み替えた

為、８年程前に実家が空き家となりそのままの状態。 

ご子息である相談者が、ご自身の定年後の生活を見据え

て実家は売却を検討していたが、税金をはじめ売却をした

際に必要とされる諸費用について不安。 

３．相談事例紹介 

【空き家になった経緯】 

【コンシェルジュご相談の動機】 
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■事例紹介①【東京都大田区】 

３．相談事例紹介 

外観 建物東側壁面ひび割れ多数 

内観 庭木状況 
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■事例紹介①【東京都大田区】 

ご相談者希望 
【売 却】 

税務相談 

３社査定 

選定中 

リフォームをして賃貸ｏｒ住み替え 

耐震診断（補助金利用） 

調査結果報告 

コンシェルジュからの提案 ⇒ サポート中 

数社への見積もり＆プレゼン 

３．相談事例紹介 
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■事例紹介②【西東京市】 ◆昭和３７年築の空き家 

お父様が居住中であった西東京市の実家の将来相続を見

据え、空き家になる前に売却、建て替え、賃貸について、

ご子息がコンシェルジュに相談しシミュレーションを行って

いたが、ご相談中にお父様が他界され、急遽空き家となる。 

漠然と売却か建て替えか賃貸かで考えていたが、売却相

場や賃貸活用における収入に安定性があるのか。 

３．相談事例紹介 

①当該戸建ての築年数をお教えください 

・建物：木造平屋建、築55年位（昭和48

年に増築している） 
 

②⇒相続戸建を建て替えorリフォームし
て、 

 最低限の居住（日本滞在時の滞在用）
スペース＋賃貸住宅にしたい 

※上記アイデアは、お客様の最初からの
要望だったのか、 

 貴社のご担当者の発案のどちらでしょう
か？ 

・選択肢を提示し方向性を定めたのはコ
ンシェルジュです。 

・お客様は2014年からコンシェルジュに
相談をされている方（世田谷居住）で、 

 父親が居住している実家（西東京市）と
千葉県にある不動産の方向性について、 

将来相続をした際にすぐに動けるように
と相談を受けていました。 

 漠然と売却か建て替えか賃貸か、とい
うことであったため、 

 賃貸の場合は事業性や将来のことを考
えて運用する必要がある旨を伝え、 

 シミュレーションをしながらコンシェル
ジュから様々な選択肢を提案し 

方向性を定めてきていました。 

 そんな相談をしている最中にお父様が
他界をして検討スピード早めることになり
ましたが、 

 ご自身が定年後に海外在住を予定し、
西東京市は日本に戻ってきたときの拠点
にしたい、 

 という本筋が見えたため建て替えで最
低限の居住スペースと賃貸スペースを生
み出すことで進行。 

 現在提携パートナーとの面会、プレゼン
準備中 

 ご主人の本音は売却をして田園都市線
に住みたい・・・ 
 

③⇒現在、パートナー（新築、ＲＦ）がプラ
ン・収支等を検討中 

 ⇒今後の予定としては、相続登記・税申
告等を優先しつつ、 

  活用案についても並行して進めるとい
うことでよろしいでしょうか。 

・活用は賃貸スペース運用案になります。 

 

④今後進めていく中でのご担当者さまの
「課題・ハードル・難しさ」 
・予想以上に早く訪れてしまったお父様の
他界で実際に相続へ直面したコンシェル
ジュとしての多面的フォロー 

・賃貸経営の事業性提案（建設コスト、メ
ンテナンスコスト、税）など 

・千葉県不動産の売却の難しさ（なかな
か売れるエリアではない） 
※こちらは私が担当した場合に思うところ
ですが、後日担当コンシェルジュに詳細
を確認します。 

【空き家になった経緯】 

【コンシェルジュご相談の動機】 
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■事例紹介③【港区】 ◆平成２年築の空き家 

お父様は自身で所有していたビルの最上階に居住中して

いたが８年前に他界。ご息女が相続してから放置の状態。 

ご相談者は、相続したビルが計画道路にかかり建て替えに

なる見込みであったため手を入れず放置していたが、計画

道路の見通しが立たず、また現在居住中の住まいも手狭

なため、お父様が居住中していた部屋をリフォームして住

み替えたい。 

３．相談事例紹介 

①当該戸建ての築年数をお教えください 

・建物：木造平屋建、築55年位（昭和48

年に増築している） 
 

②⇒相続戸建を建て替えorリフォームし
て、 

 最低限の居住（日本滞在時の滞在用）
スペース＋賃貸住宅にしたい 

※上記アイデアは、お客様の最初からの
要望だったのか、 

 貴社のご担当者の発案のどちらでしょう
か？ 

・選択肢を提示し方向性を定めたのはコ
ンシェルジュです。 

・お客様は2014年からコンシェルジュに
相談をされている方（世田谷居住）で、 

 父親が居住している実家（西東京市）と
千葉県にある不動産の方向性について、 

将来相続をした際にすぐに動けるように
と相談を受けていました。 

 漠然と売却か建て替えか賃貸か、とい
うことであったため、 

 賃貸の場合は事業性や将来のことを考
えて運用する必要がある旨を伝え、 

 シミュレーションをしながらコンシェル
ジュから様々な選択肢を提案し 

方向性を定めてきていました。 

 そんな相談をしている最中にお父様が
他界をして検討スピード早めることになり
ましたが、 

 ご自身が定年後に海外在住を予定し、
西東京市は日本に戻ってきたときの拠点
にしたい、 

 という本筋が見えたため建て替えで最
低限の居住スペースと賃貸スペースを生
み出すことで進行。 

 現在提携パートナーとの面会、プレゼン
準備中 

 ご主人の本音は売却をして田園都市線
に住みたい・・・ 
 

③⇒現在、パートナー（新築、ＲＦ）がプラ
ン・収支等を検討中 

 ⇒今後の予定としては、相続登記・税申
告等を優先しつつ、 

  活用案についても並行して進めるとい
うことでよろしいでしょうか。 

・活用は賃貸スペース運用案になります。 

 

④今後進めていく中でのご担当者さまの
「課題・ハードル・難しさ」 
・予想以上に早く訪れてしまったお父様の
他界で実際に相続へ直面したコンシェル
ジュとしての多面的フォロー 

・賃貸経営の事業性提案（建設コスト、メ
ンテナンスコスト、税）など 

・千葉県不動産の売却の難しさ（なかな
か売れるエリアではない） 
※こちらは私が担当した場合に思うところ
ですが、後日担当コンシェルジュに詳細
を確認します。 

【空き家になった経緯】 

【コンシェルジュご相談の動機】 
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４．２０１７年度 ワンストップ相談窓口の取り組み方針 

■ワンストップ窓口 告知展開 

①東急線車内媒体への広告掲出 

②Ｗｅｂリスティング広告 

③提携パートナー様とのタイアップＤＭ送付 

④空き家所有者向けＤＭ送付およびセミナー開催 

⑤各広告への相談事例露出 

空き家所有者 ⇒ 自分事化 



Copyright (C) 2017 Tokyu Corporation All Rights Reserved. 

20 

４．２０１７年度 ワンストップ相談窓口の取り組み方針 

■空き家所有者への意識喚起 

不用品回収、レンタル収納からはじめる 

空き家相談のすすめ 

空き家放置をしている所有者の傾向 

残置物の整理が課題  

売却  リフォーム 資産運用 防犯管理 
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４．２０１７年度 ワンストップ相談窓口の取り組み方針 

■ワンストップ窓口 告知展開案（６月実施予定 東急線 窓上広告） 


